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6．しまね産業振興財団・島根県発明協会との連携 

 
平成 年 月 日（水）、公立大学法人島根県立大学、公益財団法人しまね産業振興

財団、一般社団法人島根県発明協会との三者で、産業振興に関する包括的連携協力協定を

締結しました。大学と発明協会が協定を締結するのは中国地方では初めてのことです。

協定調印式は平成 年度中国地方発明表彰式に先立ち、特許庁今村審査第三部長様、中

国経済産業局大谷特許室長様をご来賓に迎えてサンラポーむらくもにて行われました。

島根県の産業振興、地域課題の解決を目指し、これまで以上に三者が連携・協力してま

いります。
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おわりに 
 
平成 年度も例年通り、本学の地域連携活動は多様なものが行われた。幼小中高と

の教育連携、公開講座を中心とする生涯教育の取組、地元地域の課題解決に資する研究、

学生のボランティア活動、教職員の地元地域の審議会等委員としての活動、大学の施設

開放などがあり、これらは本文中に十分に記されているものと思う。

本報告書は、平成 年に採択された文部科学省の「地 知 の拠点整備事業 大学

事業 」による「地域と大学の共育・共創・共生に向けた縁結びプラットフォーム」事

業の報告書と従前から行われてきた地域連携活動の報告書を兼ねているが、ここでは、

以下に大学 事業について少し述べておきたい。

大学 事業の教育改革に関していえば、前年度に浜田キャンパスで先行して開講し

た「しまね地域共生学入門」が全学の 年次必修の科目としてスタートした。講義中継

システムを用いての授業運営は困難もありながら、 キャンパスの協力があって、予定

通りの実施ができた。浜田キャンパスでは、「しまね地域マイスター」を志す学生たち

の学習・研究活動が始まった。指導教員の手助けを受けながらも、彼らの熱心な取組姿

勢は頼もしいかぎりである。松江キャンパスでは履修証明プログラムが本格開講になり、

受講者の拡大が期待される。

地元地域の地域課題研究では、研究の深まりもさることながら、地域のニーズと大学

のシーズのマッチングの仕方に成熟がみられた。具体的に言うと、「 月連携会議」と

「全域フォーラム」にポスターセッションを大幅に導入したことで、自治体等の連携団

体をはじめとする地元地域のみなさまと本学の教職員・学生とがより近づいて意見交換

できるようになった。マッチングし、研究活動を実践し、成果を共有するという流れが

定まってきたように思われる。

本学の社会貢献の一翼を担っているといえる学生ボランティア活動でも、 キャンパ

スの連携が深まった。ボランティア活動に取り組んでいる キャンパスの学生が集まっ

ての合同学生ボランティア交流会は、春学期に自主的な企画を考え、秋学期にそれを実

践するというかたちが定まって 年目になるということもあり、充実した活動がみられ

るようになった。

総じて、順調に進行していると考えているが、大学 事業も次年度で補助期間が終

了する。これを真に本学の取組として定着させていくことが、今後の課題であろう。大

学 事業における連携団体のみなさまはもとより、地元、島根県の多くのみなさまに

は、これまで多大なご支援をいただいた。ひき続き本学の地域連携活動にご理解いただ

き、お力添え賜りますよう、お願いいたします。

 
 地域連携推進センター 

 センター長 林 秀 司 
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